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秋葉区　人口：77,038人（－94）　男：36,974人（－48）　女：40,064人（－46）　世帯数：29,868世帯（－11）　平成31年2月末現在（カッコ内は前月比、住民基本台帳による）

区の魅力を生かして

特色ある区づくりを推進

　秋葉区の魅力である「里山・歴史・食・花・川・鉄道」を生か
した取り組みや、区民との協働により、まちなかの活性化
を目指します。また、子育て支援など福祉の充実も図り、
誰もが安心して暮らせるまちづくりを進めます。
問い合わせ　地域総務課 管理財務グループ（☎25－5480）

◆Akihaもち麦プロジェクトの推進

　 120万円
　機能性に注目が集まる「もち麦」を核に、農業、
　福祉、健康づくりの各分野で様々な取り組み
　を展開し、秋葉区における課題の解決と魅力
　の向上を図ります。

4月スタート 秋葉区の取り組み

◆区民主動de秋葉公園魅力up

　 600万円
　交流人口拡大や移住・定住の
　促進を図るため、区民主動で
　秋葉公園利用の活性化に向け
　た基本構想を策定します。

◆里山未来の創造 276.8万円
　区の魅力の一つである里山を生かしたまちづく
　りを目的に、区民と協働で策定した里山利活用
　の具体的行動計画に基づき、里山の魅力発信や
　にぎわい創出、次世代につながる環境教育を行
　います。

新規

歴史と個性を活かすまち

◆アキハスムプロジェクトvol.2
　 270.7万円
　区の特性・魅力のブランド化によるシビック
　プライド醸成、市民活動に取り組む
　新たな人財の発掘・育成・活用、
　移住・定住のための仕組みづくり
　などに取り組み、地域主体による
　まちづくりを推進します。

◆吉田千秋NEXT100（センチュリー）

　 100万円
　没後100年を迎えた吉田千秋の
　生き様と彼を育んだ地域の個性を
　広くアピールし、次の100年へ
　つなげていきます。

◆Akihaの宝 子ども発見・体感・体験

　サポート 180万円
　秋葉区の宝を地域と連携して子どもの学びに
　活用し、ふるさとへの愛着や誇りを育むことで
　秋葉区の未来を担う子どもたちを育成します。

◆Akihaレール浪漫〈ren-ketsu〉 203.2万円
　「鉄道のまち」への愛着と誇りを育みながら、　
　まちなか活性化や交流人口の増加を目指します。

新規

拡充

新規 新規

楽しく元気なまちなかとやさしさのあるまち

◆アキハで子育てサポート 430万円
　より身近な子育て支援を
　充実させることにより、
　子育ての不安感や負担感
　を軽減します。

◆地域ぐるみでフレイル予防

　 108.4万円
　フレイルを予防し、健康寿命の延伸を図るた
　め、地域で住民が支え合いながら予防活動を
　維持できるよう支援します。

◆「つながる」「つなげる」障がい者支援
　 65万円
　発達に支援が必要な子どもに対して、支援する
　各機関が必要な情報を共有する仕組みを作り
　ます。また、保護者向けの講座を開催し、悩
　みや心配事を共有できる仲間づくりを推進し
　ます。

生み出し活かすまち

◆社会起業家プラットフォーム運営＆

　地域人財発掘・養成 84万円
　起業家の養成講座や、シェアオフィス・コアワ
　ーキングスペースの開設を通して、事業・起業
　に意欲的な市民が活動する場をまちなかに作
　るとともに、持続的なまちづくりを担う人財
　を創出します。

新規

新規

新規

◆障がい者チャレンジ支援 82万円
　福祉施設に通所する障がい者に職場実習・体験
　の場を提供し、就労、自立に向けたサポートを
　行い、能力向上と生きがいのある生活を送る支
　援を行います。

◆あきはサポートネット 58.4万円
　秋葉区認知症キャラバンメイト
　連絡会を中心に、事業所や地
　域の機関などとのネットワーク
　づくりに取り組みます。また、
　認知症フォーラムの開催や認知
　症カフェの開催支援に取り組みます。

うるおいとやすらぎのあるまち

◆里山ビジターセンター発信力強化

　 125.3万円
　ボランティアガイドを配置し、里山の魅力や
　情報の発信を強化します。

◆優歩道きれいにしてみ隊　250万円
　新津川・能代川沿いや秋葉公園の遊歩道の環
　境保全に区民と協働で取り組み、健康づくり
　や学びの場として活用できるよう魅力向上を図
　ります。

◆花が迎えるまちづくり 184.8万円
　Ｒ403号フラワーロードを季節の花・宿根草で
　彩り、緑を大切にする心を育むとともに、「花
　のまち秋葉区」のイメージをアピールします。

◆Akiha花一番PR 367万円
　まちなかを花で装飾したり、旅行者への花の
　配布を通して交流人口の増加を図ります。

◆Akiha稲架木LOVER'Sプロジェクト

　の推進 70万円
　満願寺稲架木並木を活用
　した昔ながらの米づくり
　を体験することで、農業や
　食への関心を高め、農業者
　を応援したくなるきっかけ
　を作り、地域農業の活性化を図ります。

花のまち・食のまち・育てるまち
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秋葉区長 夏目久義


